バー ゼル 銀行 監督 委員 会 (バー ゼル 委員 会 、BCBS :Basel Committee on Banking 
Supervision) は 、 ヘ ル シ ュ タッ ト 銀 行 (西ドイツ ) 破綻 に 伴う 国際 金融 市 場 の 混乱 を 
受け て 、1974 年 に 、G10 の 中 央 銀行 総裁 の 合意 に よっ て 発足 し 、1975 年 2 月 に 第 1 
会 合 を 開催 し た 。 
バー ゼル 委員 会 の 任務 は 、 銀 行 監督 に 関す る 共通 の 基準 ・ 指 針 を 策定 する 観点 か ら 、 
① 国 際 的 に 活動 する 銀行 の 自己 資本 比率 規制 な ど 国際 的 な 基準 の 設定 、② 銀 行 監督 を 
めで ぐる 諸 問 題 に 関す る 話し 合い の 場 の 提供 、 で ある 。 バ ー ゼ ル 委 員 会 が 公表 する 監督 
上 の 基準 ・ 指 針 等 は 法 的 拘束 力 を 有する も の で は な い が 、 各 国 の 監督 当局 が 自国 内 に 
お いて より 実効 性 の 高い 銀行 監督 を 行う と と も に 、 ク ロス ボー ダー で 活動 する 銀行 が 
円 滑 に 業務 を 行え る よう 、 各 国 の 規制 を 国際 的 に 整合 性 の ある も の に する た め の 環 境 
整備 に 資す る も の と し て 、 世 界 各国 に お いて 幅広 く 取 り 入 れ ら れ て いる 。 
バー ゼル 委員 会 は 、 現 在 、 下 記 の 28 の 国 ・ 地 域 の 45 の 銀行 監督 当局 及び 中 央 銀行 
に よっ て 構成 され て お り 、 日 本 か ら は 金融 庁 及 び 日 本 銀行 が 参加 し て いる 。 
欧州: 英国 、 ド イツ 、 フ ラン ス 、 イタ リア 、 スペ イン 、 スイ ス 、 スウ ェ ー デ ン 、 
オラ ンダ 、 ベ ルギー、 ル クセ ンブルク 、EU 
アジ ア : 日 本 、 中 国 、 韓 国 、 香 港 、 シ ン ガ ポー ル 、 イ ンド 、 イ ンド ネシア 
北 米 : 米国 、 カ ナダ 
中 南米 : ブラ ジル 、 ア ル ゼ ンチ ン 、 メ キシ コ 
その 他 : オー スト ラリ ア 、 ロ シア 、 サ ウジ アラ ビア 、 南 アフ リカ 、 ト ルコ 


I 組織 


バー ゼル 委員 会 は 、 主 と し て バー ゼル (スイ ス ) に ある 国際 決済 銀行 (BIS) 本 
部 に お いて 、 原則 年 3 回 の 会 合 を 開催 し て いる 。 議長 は 、 2019 年 3 月 か ら ス ペイ ン 中 
央 銀行 の パブ ロ ・ エ ルナ ン デ ス ・ デ コス 総裁 が 務め て いる 。 

バー ゼル 委員 会 の 組織 ・ 活 動 内 容 は 2020 年 に 見 直さ れ 、 バ ー ゼ ル 委 員 会 の 下 に は 、 
政策 基準 部 会 (PSG : Policy and Standards Group)、 監 督 協力 部 会 (SCG : 
Supervisory Cooperation Group) 、 リ スク 胸 弱 性 評価 部 会 (RVG :Risk and 
Wulnerabilities Assessment Group) 、 対 外 連 携 部 会 (BCG : Basel Consultative 
Group) の 4 つの レベ ルク 2 部 会 や 、 規 制 評価 タス ク フ ォ ー ス (TFE : Task Force on 
Evaluations ) 、 気 候 関連 金融 リス クタ スク フォ ー ス (TFCR : Task Force on 
Climate-related Financial Risks) な ど が 設置 され た 。 さら に 、 そ の 下 に は 各 分 野 を 
専門 的 に 検討 する 作業 部 会 が 設け られ て いる 。 

各部 会 ・ 作 業 部 会 等 は 、 バ ー ゼ ル 委 員 会 か ら 付 託さ れ た マン デー ト に 従っ て 議論 を 
行い 、 結果 は バー ゼル 委員 会 に 報告 ・ 議 論 さ れる 。 また 、 特に 重要 な 案件 に 関し て は 、 
バー ゼル 委員 会 の 上 位 機関 で ある 中 央 銀行 総裁 ・ 銀 行 監督 当局 長官 グル ー プ (GHO 


S : Group of Governors and Heads of Supervision) 会 合 で 議論 され る こと に な っ て 
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(レベ ル 3: 作 業 部 会 (Expert Group) ) 
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主 な 議論 
1. バー ゼル 委員 会 に お ける 組織 ・ 活 動 内 容 の 見 直し の 基本 方 針 の 承認 


バー ゼル 委員 会 は 、 バ ー ゼ ル 芽 の 最終 合意 や 金融 を 取り 巻く 環境 の 変化 を 受け て 、 
2019 年 10 月 以降 、 組織 ・ 活 動 内 容 を 見 直す た め の 戦 略 的 レビ ュー を 進め て きた 。 

この 下 で 、2020 年 11 月 に は 、 バ ー ゼ ル 委 員 会 の 組織 ・ 活 動 内 容 の 見 直し の 基本 
方 針 が 承認 され た 。 具体 的 に は 、 世界 金融 危機 後 の バ ー ゼ ル 想 の 政策 アジ ェ ン ダ 
に 明確 な 終止 符 を 打つ こと 、 バ ー ゼ ル 委 員 会 の バー ゼル 相関 連 の 今後 の 作業 は 、① 
基準 の 実施 ・ 適 時 性 ・ 整 合 性 の モニ タリ ング 、 及 び ② コ ロナ 危機 の 教訓 も 考慮 に 入 
れ た 、 規 制 改 革 の 有効 性 に 関す る エビ デン ス に 基づい た 評価 の 完了 を 焦点 と し 、 そ 
の 実現 の た め に バー ゼル 委員 会 の 従来 の レベ ル 2 部 会 及び 作業 部 会 に つい て 再編 を 
行う こと に 合意 し た 。 

加え て 、 バ ー ゼ ル 委 員 会 の 将来 の 作業 に つい て は 、 銀行 シス テム に お ける 潜在 的 
な リス ク ・ 脆 弱 性 に 対処 する た め に 、 低 金利 環境 を 含む 銀行 セク ター に お ける 構造 
的 な 変化 や 、 進 行 中 の 金融 の デジ タル 化 、 及 び 気 候 関 連 金融 リス ク を 含む 、 新 た に 
台頭 する トピ ッ ク に 焦点 を 当て て いく こと が 合意 され て いる 。 


(※) バー ゼル (国際 的 な 銀行 の 自己 資本 比率 規制 等 ) の 策定 及び 実施 

2008 年 9 月 の リー マン ・ シ ョ ッ ク を 契機 と し て 、 国 際 的 な 金融 規制 改革 に お いて 、 
国際 的 に 活動 する 銀行 に 対す る 新た な 基準 の 設定 が 中 核 的 課題 と され 、 自 己 資本 の 
質 ・ 量 の 強化 (2010 年 合意 ) や 流動 性 規制 の 導入 ・ 開 示 規制 の 見 直し 等 (2013 年 以 
合意 ) が 進め られ て きた 。 ま た 、2017 年 12 月 に は これ ら の 見 直し 作業 を 完了 さ 
せる も の と し て 、 リ スク アセ ッ ト の 過度 な バラ つき を 軽減 する た め の リ スク 計測 手 
法 等 の 見 直し (バー ゼル ル の 最終 化 ) が 公表 され た 。 

最終 化 さ れ た バー ゼル 想 は 2022 年 か ら 各国 に お いて 段階 的 に 実施 され る 予定 で 
あっ た が 、 新型 コロ ナウ イル スス 感染 症 の 影響 拡大 を 受け 、2020 年 3 月 、 金融 機関 の 
実務 上 の 負担 を 一 時 的 に 軽減 する 観点 か ら 、 実施 開始 時 期 を 1 年 間 延 期 (2023 年 か 
ら 実施 ) する こと が 合意 され た 。 


2. 気候 関連 金融 リス ク 


気候 関連 金融 リス ク に つい て は 、 2020 年 2 月 に タス ク フ ォ ー ス を 設置 し 、 同年 4 
月 に 各国 当局 の 取組 状況 と そ と り ま と め た レポ ー ト を 公表 し て いる 。 2021 年 4 月 に は 、 

気候 関連 金融 リス ク の 波及 経路 」 及 び 「 気 候 関連 金融 リス ク の 計測 手法 」 と 題 す 
る 分 析 報 告 書 を 公表 し た 。 こ れ ら の 文書 は 、 学 界 や 当局 の 先行 研究 、 金 融 機 関 と の 
対話 や 他 の 国際 的 な 機関 に よる 成果 物 を も と に 分 析 し た 結果 を まとめ て いる 。 

気候 関連 金融 リス ク の 波及 経路 」 は 、 気 候 関 連 金 融 リ スク が どの よう に 発生 し 、 

銀行 及び 銀行 シス テム に 影響 を 及ぼ すか に つい て 分 析 し て お り 、「 気 候 関連 金融 リ 
スク の 計測 手法 」 は 、 気 候 関 連 金融 リス ク の 計測 に お ける 課題 と 、 銀 行 及び 各国 当 
局 の 計測 手法 の 実務 の 現状 に つい て まとめ て いる 。 

バー ゼル 委員 会 は 、 こ れ ら の 文書 を 踏ま えて 規制 、 監 督 、 開 示 の 観点 か ら 検 討 を 
行っ て いく 予定 と し て いる 。 


3. オペ レー ショ ナル ・ レ ジリ エン ス 及 び オ ペレ ー シ ョ ナ ル ・ リ スク 


バー ゼル 委員 会 は 、 2020 年 8 月 より 実施 され て いた 市 中 協議 の 結果 を 踏ま そ 、3 
月 31 日 、「 オ ペレ ー シ ョ ナ ル ・ レ ジリ エン ス の た め の 諸 原則 」 及 び 「 健 全 な オペ レ 
ー シ ョ ナ ル ・ リ スク 管理 の た め の 諸 原則 の 改訂 」 と 題する 最終 文書 を 公表 。 

「 オ ペレ ー シ ョ ナ ル ・ レ ジリ エン ス の た め の 諸 原則 」 は 、 サ イ バ ー 攻 撃 や 自然 災 
害 な どの 発生 時 に お ける 銀行 の 重要 業務 の 継続 に つい て 、 銀 行 に 対し て 求め る 計 7 
の 原則 (ガバ ナン ス 、 オ ペレ ー シ ョ ナ ル ・ リ スク 管理 、 業 務 継 続 計画 と テス ト 、 相 
互 連関 任 の 特定 、 サ ー ド パー ティ 依存 度 の 管理 、 イ ン シ デ ント 管理 、 サ イ バ ー を 含 
む 情 報 通信 技術 の セキ ュ リ ティ 対応 ) を 示し て いる 。 また 、 「 健 全 な オペ レー ショ ナ 
ル ・ リ スク 管理 の た め の 諸 原則 」 は 、 2003 年 に 策定 され 、 2011 年 に 改訂 され た 版 に 
つい て 、 情 報 通信 技術 の 進展 な ど を 踏ま え 、 今般 、 改 訂 し て いる 。 


4. 暗号 資産 


バー ゼル 委員 会 は 、 2019 年 12 月 に 、 「 暗 号 資産 に 係る プル デン シャ ル な 取扱 い の 
デザ イン 」 と 題する ディ スカ ッ シ ョ ン ・ ペ ー パ ー を 公表 。 そ の 後 、 具 体 的 な 規制 ・ 
監督 上 の 措置 の あり 方 に つい て 検討 が 進め られ て きた 。 今般 、 2021 年 6 月 、 暗号 資 
産 エ クス ポー ジャ ー の プル デン シャ ル な 取扱 い に 係る 市 中 協議 文書 を 公表 し た 。 

市 中 協議 文書 で は 、 暗 号 資産 を 伝統 的 資産 に リン ク す る も の と し て 設計 され 規制 * 
監督 服 し て いる も の と それ 以外 に 分 け 、 後 者 に つい て は 保守 的 な 取扱 いと し て い 
る 。 バー ゼル 委員 会 と し て は 、 基 本 的 に 保守 的 な 取扱 い を 提案 し て いる が 、 暗 号 資 
産 の 分 類 方 法 な ど 、 規 制 の 具体 化 に 当たっ て は 多く の 論点 も ある 。 暗 号 資産 は 急速 
に 発展 し て いる こと も あり 、 バ ー ゼ ル 委 員 会 は 、 今 後 、 市 中 の 意見 や 金融 安定 理事 
会 (FSB) 等 の 他 の 国際 的 な 基準 設定 主体 の 議論 を 踏ま そえ を ながら 、 更 に 検討 を 深 
め て いく こと と し て いる 。 


5. シス テム 上 重要 な 銀行 に 対す る 対応 


2010 年 11 月 に G20 ソウ ル ・ サ ミッ ト へ 提出 ・ 公 表 さ れ た F SB 報告 書 「 ン ステ 
ム 上 重要 な 金融 機関 が も た ら す モラ ル ハ ザー ド の 抑制 」 に お いて 、 グ ロー バル な シ 
ステ ム 上 重要 な 金融 機関 (GSIFIs :Global Systemically Important 
Financial Institutions) へ の 規制 ・ 監 督 上 の 措置 の 検討 を 進め る こと と され た 。 

これ を 受け 、 バー ゼル 委員 会 で は 、 グ ロー バル な シス テム 上 重要 な 銀行 (GーS 

1 Bs : Global Systemically Important Banks) の ① 選 定 手法 、 ② 追 加 的 資本 上 乗 
せ 規 制 な ど が 検討 され 、2011 年 11 月 に 規則 文書 が 公表 され た (2013 年 7 月 、 本 規 
則 文 書 を 更新 し た 文書 が 公表 ) 。 

これ に 基づき 、F SB か ら GーSIBs の リス ト が 毎年 公表 され て お り 、 本 リス 
ト に 基づい た GーS 1 B s に 対す る 追加 的 資本 上 乗せ が 適用 され て いる (資本 上 乗 
せ は 2016 年 か ら 段 階 的 に 実施 され て お り 、2019 年 3 月 か ら 完 全 実 施 ) 。 

GーS I Bs の 選定 手法 は 、 シ ステ ム 上 の 重要 性 に 係る 計測 手法 の 発展 等 を 踏ま 
え 、3 年 ご と に 見 直す こと と され て いる 。 2018 年 7 月 に 公表 され た 改訂 版 選定 手法 
は 、 2021 年 より 適用 開始 され る 予定 だ っ た が 、 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 を 
踏ま え 、 適 用 時 期 が 1 年 後ろ 倒し (2022 年 て ) され る こと に な っ た 。 


参考 : 東 ア ジア ・ オ セア ニア 中 央 銀行 役員 会 議 (EMEAP) 


東 ア ジア ・ オ セア ニア 中 央 銀行 役員 会 議 (EME AP : Executives Meeting of East 
Asia and Pacific Central Banks) は 、1991 年 、 日 本 銀行 の 提唱 に より 、 同 地域 の 中 央 
銀行 関係 者 が 金融 政策 運営 な ど に つい て の 情報 ・ 意 見 交換 を 行う 場 と し て 発足 し た 。 メ 
ン バ ー は 、 日 本 ・ 中 国 ・ 韓 国 ・ 香 港 ・ オ ー ス トラ リア ・ ニ ュー ジー ラン ド ・ イ ンド ネ シ 
ア ・ マ レー シア ・ フ ィ リ ピン ・ シ ン ガ ボー ル ・ タ イ の 11 か 国 ・ 地 域 。 

1996 年 以降 、 総 裁 会 議 及び 金融 市 場 、 決済 シス テム 、 銀行 監督 、I T の 各 分野 の 実務 
家 会 合 が 定期 的 に 開催 され て お り 、 銀 行 監督 分 野 の 実務 家 に よっ て 構成 され る 銀行 監督 
部 会 (EMEAPーWGBS) に は 金融 庁 も 参加 し て いる 。 ま た 、2012 年 より 、 総 裁 ・ 
長官 会 議 (EMEAPーGHOS) も 年 1 回 開催 され て いる 。 
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